
 

 

レース報告書 

 

2026 SUPER FORMULA 第３戦（代替開催）・第６戦・第７戦 

富士スピードウェイ 

７月 18 日（土）第６戦  天候：曇/雨  （観客動員数：22,700 人） 

７月 19 日（日）第３戦・第７戦 天候：晴    （観客動員数：29,700 人） 

 

 

第６戦 

予選結果 

 

＃64：10 位 

＃65：14 位 

 

 

決勝結果 

 

#64：13 位 

#65： 6 位 

 

 

レポート 

 

 鈴鹿大会から約 2 カ月。今回の富士大会も 2 レース制で開催される予定だったが、

悪天候のためキャンセルとなった第 3 戦の代替レースが行なわれることになり、2 日

間で 3 レースが開催されるスケジュールが組まれた。PONOS NAKAJIMA RACING の

2 台はここまで今ひとつ波に乗り切れていないが、シリーズ中盤の大事なこの 3 レー

スでなんとしても好結果を残し、タイトル争いにも名乗りを上げたいところ。 まずは

第６戦の公式予選が 8 時 15 分にスタートし、霧がかかる不安定な天候のなか、A グル

ープのイゴール・オオムラ・フラガがアタックをする。結果は 7 番手となり、ここで予



 

選を終えてしまう。一方の B グループの佐藤蓮は 3 番手タイムで Q2 へ。Q2 も難しい

コンディションのなかでスリックタイヤを履いてコースインをしたが、最終的にウェ

ットタイヤでのアタックで 10 番手となった。 

 決勝レースは 41 周回で 16 時 15 分にフォーメーションラップがスタート、14 番手

スタートのフラガは 2 つポジションを上げて、10 番手スタートの佐藤は 3 つポジショ

ンを下げてオープニングラップを終える。暗い雲に覆われて、いつ雨が降るかわからな

いコンディションのなか、2 台は周回を重ねていく。佐藤はポジションを落としながら

も何とかペースを維持して周回し、12 周目にピットインを行なってタイヤ交換を済ま

せ 21 番手コースに戻る。17 周目にピットインを行なったフラガは佐藤の前でコース

に戻る。フラガはペースよく周回し少しずつポジションを上げていく。最終的に 8 ポ

ジションアップの 6 位フィニッシュとなりポイントを獲得した。一方の佐藤も後半の

ペースに期待が高まったが、フラガとは逆にペースが上がらず 13 位となった。 

 

 

コメント 

 

総監督：中嶋 悟 

「予選がうまくいかなかったわりには、フラガがしっかりとポイントを取ってくれた

のは良かった点だと思います。一方で佐藤は、タイヤ交換後にペースが伸び悩み、ポジ

ションを落としてしまったのは残念でした。明日も 2 レースありますので、今日の内

容をしっかり振り返り、2 台ともに上位で終えられるように引き続き頑張ります」 

 

監督：伊沢 拓也 

「今大会を前に富士で行なわれた合同テストが非常に好調だったので、今回は勝ちに

行かなければならないと考えて臨みました。昨日のフリー走行はウェットコンディシ

ョンでしたが、その中で好調だったイゴール選手が、今日の予選で Q1 敗退になるとは

正直思っていませんでした。佐藤選手も Q1 は良かったものの、Q2 で伸び悩んでしま

いました。決勝では、スタート後に佐藤選手が少しポジションを落としたことで 2 台

が近い位置で走る展開になったことと、序盤に雨がぱらついたことが重なり、レースの

組み立てが難しくなりました。周囲が様子見の状況の中で、僕たちはポイント圏外にい



 

たこともあり、少し早めのピットインを選択しました。イゴール選手はセカンドスティ

ントのペースが非常に良く、ピットイン前は 12〜13 番手あたりを走行していたとこ

ろから、6 番手までポジションを上げてくれたのは大きな収穫でした。佐藤選手もペー

スが良い場面はあったのですが、タイヤ交換後は思うように伸ばすことができず、結果

的にポイント圏外でのフィニッシュになってしまいました。2 台体制で戦っている強み

を活かし、今回のレースで見えた 65 号車の良かった部分を 64 号車にもフィードバッ

クしていきます。明日のレースでは、2 台そろって上位でフィニッシュし、この富士ラ

ウンドをしっかりと締めくくりたいと思います」 

 

#64：佐藤 蓮 

「昨日まで少し不調だったウェットコンディションでしたが、アジャストを加えた結

果クルマが大きく変化し、それが良い方向に出たのが今日の Q1 だったと思います。た

だ、Q2 に向けてはウォームアップのやり方やセットアップの方向性を少し間違えてし

まい、その点は非常に悔しいところです。決勝では、まずスタートでクラッチのバイト

が良くなく、なかなか反応しないうちに周りに飲み込まれてしまいました。雨も降って

きたこともあり、周りとは逆の戦略を採って後半の追い上げを目指しましたが、最終的

にはペースが上がらず、防戦一方という展開になってしまい、ポイントも獲れずに反省

点の多い一日になってしまいました。チームとしてはイゴール選手のペースが非常に

良かったので、お互いの違いがどこにあったのかをしっかりと確認し、明日は強いレー

ス内容とリザルトを残せるように臨みたいと思います」 

 

#65：イゴール・オオムラ・フラガ 

「昨日のフリー走行はリザルトこそそこそこでしたが、自分の中では感触が良くて、ウ

ェットコンディションの予選に対しても大きな不安はありませんでした。ただ、いざ走

ってみると雨量のわりにグリップ感がなくて、戻ってきてタイムを確認すると、やはり

思っていたほどの位置には届いておらず、残念ながら Q1 突破とはなりませんでした。 

決勝の序盤は抜きつ抜かれつの苦しい展開でしたが、少しレースが落ち着いたタイミ

ングでタイヤ交換をしてセカンドスティントに入ってからは、状況が良くなりました。

ファーストスティントのときよりもしっかりとタイヤに熱を入れることができました

し、クリーンエアで走れたこともあって、自分たちのペースを出せたと思います。その



 

背景には、レース序盤の苦しい中でも粘って走り切ったことがつながっているのかな

と感じています。今日のレース内容は、明日のレースのベースになると思っています。

一方で、今回の週末はリザルト以上に『何が良くて、何が悪かったのか』が自分の中で

まだはっきりしきれておらず、そのモヤモヤが気になっています。明日はそのあたりを

しっかり整理できるようなレース内容とリザルトにして、納得して週末を締めくくり

たいです」 

 

 

第３戦 

決勝結果 

 

#64：９位 

#65：優勝 

 

 

レポート 

 

第 3 戦の代替レースとして行なわれた一戦。決勝グリッドはオートポリスで行なわ

れた公式予選の結果が適用され、佐藤は 7 番グリッド、フラガは 9 番グリッドからス

タートを切った。スタートでフラガは好ダッシュを決めて 4 番手に浮上。一方の佐藤

はポジションを下げてしまう。直後にスタート時のアクシデントによりセーフティカ

ーが導入され、そのままセーフティカーランが続いたのち、10 周目にリスタートが切

られる。リスタート直後の 1 コーナーでフラガは前車をとらえにかかり、さらにトッ

プ争いをしていた 2 台がコースオフを喫したことで、フラガがトップに躍り出る。そ

の後すぐに別のアクシデントが発生し、再びセーフティカーが導入される。15 周目の

リスタートでもフラガはこれをうまくしのぎ、トップの座をキープ。2 番手以下を引き

離しながらチェッカーまで走りきり、今シーズン初優勝を飾った。一方の佐藤は、ペー

ス的に苦しい状況の中でも粘り強く周回を重ね、ポイント圏内となる 9 位でチェッカ

ーを受けた。 

 



 

 

コメント 

 

総監督：中嶋 悟 

「イゴールが完璧なレースを見せてくれました。予選 9 位からの優勝、かっこよかっ

たです」 

 

監督：伊沢 拓也 

「イゴール選手は、スタートもリスタート後も非常に強い走りを見せて一気にトップ

に立ち、昨年以来の優勝を飾ってくれました。個人的には、もっと早く今年も勝たせて

あげたかったのですが、なかなかそれができていなかったので、今回やっと形になって

くれたと思います。一方の佐藤選手は、ペース的には苦しい中でもなんとかポイントを

獲ってきてくれて、チームとしては 2 台そろって入賞という結果を出すことができま

した。ただ、内容としてはそれほどうまくいったとは言えない部分もありますので、午

後の第 7 戦に向けては、いろいろと対策を講じていきたいと思います」 

 

#64：佐藤 蓮 

「前日の第 6 戦のレースを踏まえて、良くなかったところが改善されるだろうと考え

たセットアップで臨みました。かなり大きな変更だったのですが、その割には反応があ

まりなかったと感じています。実は富士テストのときからそのような兆候はあったの

ですが、それがどんどん悪化しているような状況です。ポイント圏内の 10 位でフィニ

ッシュできたのは良かったかもしれませんが、このままでは午後の第 7 戦ではもっと

苦しいレースになると思うので、これからチームと改善策を考えていきたいです」 

 

#65：イゴール・オオムラ・フラガ 

「このシーズン前半は、本当に思うようにいかないことが続きました。昨年の終盤のよ

うなクルマの動きもなく、上位を狙えるタイミングでは自ら取りこぼしてしまったこ

ともあり、さまざまなことがぎくしゃくした中で戦ってきたと感じています。スーパー

フォーミュラ 1 年目だった昨年、さまざまなことを学び、今シーズンは自分の足りな

いところを鍛え、強くするために努力し、準備万端な状態で挑んでいただけに、本当に



 

悔しい前半戦でした。この週末も、金曜日の練習走行や土曜日の予選ではいまひとつな

状況でしたが、今回のようにチャンスが目の前に訪れたときに、しっかりとつかむこと

ができたのは本当にうれしいですし、これを機に流れを変えていきたいと思っていま

す」 

 

 

第７戦 

予選結果 

 

＃64：11 位 

＃65： ４位 

 

 

決勝結果 

 

#64：出走せず 

#65：２位 

 

 

レポート 

 

日曜日の 2 レース目となる第 7 戦は 15 時 35 分にスタートする予定だったが、フォ

ーメーションラップ中に佐藤のマシンからオイル漏れが発生し、スタートは 45 分ディ

レイとなった。佐藤はピットに戻ったものの、そのまま出走はかなわず、残念ながらマ

シントラブルにより戦列を離れることになった。その一方で、他のマシンはセーフティ

カー先導でレーススタートとなり、4 周のセーフティカーランを経て 5 周目に実質の

レーススタートが切られた。4 番手スタートのフラガは、リスタート直後の 1 コーナー

で勝負に出て前の 2 台をとらえ、一気に 2 番手へ浮上。8 周目には後ろのマシンにパ

スされて 3 番手にポジションを落とすものの、依然として速いペースで周回を重ねて

いく。25 周目にピットインを行ない、チームの素早い作業でフラガをコースへと送り



 

出す。全車のピットインが終わる頃には 4 番手を走行していたが、レース後半も高い

ペースを維持しながら前車 2 台を巧みに攻略し、最終的に 2 位でチェッカーを受けた。 

 

 

コメント 

 

総監督：中嶋 悟 

「佐藤はトラブルに泣かされましたが、フラガはいいレースをしてくれました。ハード

な 2 日間でしたが、たくさんのご声援をありがとうございました」 

 

監督：伊沢 拓也 

「イゴール選手は予選 4 番手から、セーフティカー明けのリスタートでしっかり順位

を上げてきてくれました。今回のレースはピットタイミングが非常にシビアな中で、結

果的に僕たちとしては一番いいタイミングでイゴール選手をピットに入れることがで

き、作業も非常にうまくいきました。残念ながら優勝には届きませんでしたが、今でき

る中では最高の結果を残せたと思います。佐藤選手については不運でした。まだクルマ

をしっかりと調査する前なので何が起きたのかは正直なところ分かりませんが、ギア

ボックスが壊れてしまったのは事実ですし、皆さんにご迷惑をおかけしたことは間違

いありません。本当に申し訳なく思っています。何とか浮上するきっかけをつくろうと

挑んだレースだっただけに、なによりも走れなかったことが非常に残念です。まずは原

因をしっかりと突き止め、次戦 SUGO 大会では 2 台そろって上位で戦えるよう、しっ

かり準備していきたいと思います」 

 

#64：佐藤 蓮 

「午前中の第 3 戦でセットアップに対する反応があまりなかったので、第７戦に向け

ては大きく方向性を振って臨みました。ただ、レコノサンスラップでも本当に違いが分

からないほどで、今週は何かしらの問題を抱えていたということには気づいていまし

たが、原因を特定することができませんでした。詳しく調べてみないと分かりませんが、

現時点で「これなのかな」というポイントは見つかっているので、それが原因であれば、

修正すればちゃんと戦えるようになると思っています。チームとしてはイゴール選手



 

の調子が良かったので、同じような状態に持っていくことができれば戦える自信はあ

りますし、SUGO 大会では巻き返したいです」 

 

#65：イゴール・オオムラ・フラガ 

「テストで感じていた手応えまで戻せたのかなという週末になりました。ペースも全

く悪くなかったですし、訪れたチャンスはきちんとものにできました。ピットインの判

断や作業自体も完璧で、すべてが良かったレースです。ただ、今回優勝した太田格之進

選手と比べると、スピードという部分ではそれほど差はないと思いますが、今は彼の方

が懐の広さというか、幅が広いように感じます。今回は、彼に勝つことは難しかったで

す。とはいえ、シーズン中盤戦で優勝し、連続して表彰台にも上がることができました。

残るラウンドは SUGO と鈴鹿、そして秋の富士大会です。その中でも SUGO と鈴鹿は

高速コーナーがメインとなるサーキットで、そういったコースの方がチャンスがある

と思っています。うまくいくか分からない部分もありますが、シーズン後半戦に期待し

ています」 

 

 

 

※次戦は８月 8 日・9 日にスポーツランド SUGO で開催されます。 












